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ベイズ流セミパラメトリック加速故障時間モデルについて 

 

 過去数十年間、Cox(1972)により提案された Cox 比例ハザードモデルは、生存時間解析分野

の多くの研究において基本的な道具として頻繁に用いられている。一方で、Cox 比例ハザー

ドモデルが要求する比例ハザード性の仮定は、実際のデータ解析の場面では必ずしも満たさ

れない問題点が存在する[1]。また、共変量効果がハザードの相乗的な作用として制限される

こと、およびハザード比自体の解釈可能性が疑問される[2]。1980 年代から、他のモデルの

開発、特にセミパラメトリックモデルの推測理論が次々と進めていた。 

 ハザード関数を用いて構造するモデル以外に、加速故障時間(Accelerated Failure Time; 

AFT)モデルは、共変量に対する生存時間の対数を単純に回帰するモデルである。そのため、

AFT モデルは直観的な解釈を持ち、生存時間解析における Cox モデルの有力な代替手法とな

りうる[3]。通常、誤差項の分布を指定して最尤法に基づくパラメトリックな推定を実行する

ことができるが、分布を指定せずにセミパラメトリックな解析を行うほうの実用性が高い。

そこで、Cox モデルの部分尤度原理から派生した推論手順を利用することが古典的である。

また、さらに安定的な手法として、ベイズのパラダイムで推定を行うことができる。AFT モ

デルのセミベイズ分析は Christensen＆Johnsonによって初めて提案され、ディリクレ過程か

ら誤差項の分布が選択された。その後、ディリクレ過程混合（MDP）を用いたモデルは Kuo＆

Mallickによって提案され、事前情報を組み込みながらディリクレ過程を平滑化し、様々な

サブケースにおけるベイズ推定を一般化することができた。近年の研究ではモデルが発展

し、区間打ち切りデータまたはクラスター構造を含むデータの分析にも応用されている。 

 本抄読会では、すでに提案されていたベイズ流セミパラメトリック AFT モデルの手法を解

説し、シミュレーションによる評価と応用例を紹介する。 
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